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2 月の日本橋
とやま館情報
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サロン
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バーラウンジ
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和食レストラン
富山 はま作

トヤマテーブル

バーラウンジ トヤマバー

交流スペース

とやま牛のコンビーフ

お風呂と美肌 富山の美
1/16 ～2/5金 木

富山では、春まつりに豊作を願って
獅子舞を踊ります。勇壮な獅子頭を
ご覧ください。

富山の春まつり
2/20 ～3/19金 木

春の四重奏 2/6 ～2/18金 水

まるたかやラーメン

ショップフロア

1/30 ～2/5金 木

祈りの里・上市町展　
～冬の大岩山日石寺　大寒の寒修行～

冬の滝行の様子や町の特産品を展示、販売します。

富山の老舗ラーメン屋「まるたかや」のお店の味をそのまま
ご家庭でもお召し上がりいただけるラーメンセットです。醤
油ダレに豚骨スープの旨味が後からついてくる深みのある
スープ、弾力と歯ごたえがある中太
のちぢれ麺が特徴で、お店自慢の
特製脂かすなどの具材がセットに
なった人気の商品になります。

富山県と岐阜県は、東海北陸自動車道全
線開通を契機に連携・協力協定を結び、
交流を深めています。このたび、岐阜県の
魅力的な商品を期限限定で展示・販売します。

岐阜県フェア 2/13 ～2/26金 木

呉羽丘陵の自然が広がる富山市池多で、2005年にドイ
ツ仕込みの伝統製法でハム・ソーセージづくりを始め
たメツゲライ・イケダ。「とやま牛のコンビーフ」は自家
農場産牛肉、ドイツから輸入した
岩塩とスパイス＆ハーブを用いて、
丁寧に時間をかけてつくられてい
ます。とやまのお酒と一緒にお召
し上がりください。

500円（税込） 880円（税込）
写真はイメージです。

日本橋とやま館では、食、工芸、ワークショップ
などもりだくさんのイベントを開催中！
ぜひ“富山”をたっぷり感じてください。

残雪の山々を背景に、桜、チューリップ、
菜の花の４つの景色を楽しめる富山な
らではの春の風物詩をご紹介します。

土

日

室町時代より朝日町の山間地区に
受け継がれてきたバタバタ茶の風
習は、人と人をつなぐ大切な場を
つくりだしてきました。カタカタと
茶せんが奏でる音を聞きながら、
にぎやかに語らう憩いの時をぜひご体感ください。
２月７日　時間：11時30分～13時30分、15時30分～17時
２月８日　時間：11時～15時
参加費：無料　※受付順にご案内します。　　

▶ イベント

茶の風習「バタバタ茶体験」

※イベント最終日は17：00終了

朝日町は、新潟県との県境に位置
し、ヒスイの町として知られていま
す。近年は、残雪の立山、サクラ、
菜の花、チューリップが奏でるあ
さひ舟川「春の四重奏」が注目さ
れています。朝日町の観光の魅力と特産品をご紹介します。

朝日町「まめなけマルシェ」
2/6 ～2/12金 木



お気軽に
お立ち寄りください

観光交流サロン

伝統工芸をしつらえた上質な空
間で、コンシェルジュが富山県の
観光情報等をご案内いたします。

牡蠣の炊き込みご飯と大きなカキフライ定食

和食レストラン 富山はま作

交流スペース
館内スケジュール館内スケジュール館内スケジュール

大ぶりの牡蠣をふんだんに使った、牡蠣
を堪能できる逸品です。
※牡蠣フライをつけない場合は1980円（税込）
でのご提供となります。

2980円（税込）
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2/13 ～2/18金 水

富山湾海洋深層水フェア

鋳物は重厚で近寄りがたいイメージもあり
ますが、今回展示する鋳物はどれも親しみ、
おもしろみ、あたたかみを感じられるものば
かりです。鋳物でこんなに心惹かれるもの
をつくる、それは、その人たちが魅力的だか
らなのです。初めて見る鋳物の一つ一つ異
なる表情に触れてみて下さい。

市民がつくるたのしい鋳物

富山湾の水深300m以深に広がる清浄でミ
ネラル豊富な「深層水」は、飲料や食品、化
粧品など幅広く活用されています。この深
層水を使ったホタルイカやシロエビなどの
特産品を期間限定で販売。さらに14日　・
15日　には、深層水を使った飲料や塩の食
べ比べイベントも開催します。富山ならでは
の深層水の魅力をぜひ体験してください。

2/27 ～3/12金 木

2/20 ～2/26金 木

出会いが効く　越中富山くすりフェア

江戸時代から300年あまりの歴史をもち、
全国の人々に愛され続けている“富山のく
すり”と“売薬さん”。昔懐かしいパッケージ
の配置薬の販売を行います。
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日本橋とやま館

発行元：日本橋とやま館

電車でのアクセス

東京メトロ
銀座線・半蔵門線「三越前」駅：
B5出口より徒歩すぐ
銀座線・東西線「日本橋」駅：
B9出口より徒歩3分

都営地下鉄
浅草線「日本橋」駅：
B9出口より徒歩3分

JR
総武本線「新日本橋」駅より
徒歩8分
「東京」駅より
徒歩8分

facebook
＠toyamakan.jp

LINE
＠673mtbfq

Instagram
＠toyamakan

公式ホームページ

日本橋とやま館

公式ホームページ更新中！
さまざまな情報を発信しています。

〒103-0022 東京都中央区日本橋室町1-2-6
日本橋大栄ビル1階
ショップフロア（物販） 03-3516-3020
和食レストラン「富山はま作」03-3516-3011
その他（イベント等）03-6262-2723

営業時間

営業時間やイベント内容、商品の価格については変更と
なる場合があります。最新の情報については、日本橋と
やま館の公式ホームページ・SNS等でご確認願います。

ショップフロア 10:30～19:00
和食レストラン 11:30～14:30

17:00～22:00（日・祝～21:00）
バーラウンジ 11:00～21:00
年中無休（年末年始、ビル施設点検日等を除く）
2月19日　は休館いたします。

公式SNS

レトロなパッケージが並ぶ店内で、昔ながらの丸薬づくりを体験できま
す。粘土状の粒を板を使って丸めるだけと思いきや、力加減が難しく、職人
の技術力の高さをうかがい知ることができました。
撮影：大木賢　協力：池田屋安兵衛商店

［ 表紙の紹介 ］ 

富山の近代化の礎となった
売薬文化
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越中富山の売薬文化は、単なる商いではなく、信用を基盤とした先進的
な社会システムでした。配置薬のビジネスモデルである「先用後利」は、
先に使い、後で代金を支払う信頼を前提とする仕組みで、現在のクレ
ジット商法の先駆けとも言えます。売薬商人は顧客との関係性を無形
資産として蓄積し、この思想は富山人の勤勉さと進取の気性を育み、近
代以降の産業発展へとつながっています。

富山の薬産業は、関連産業の発展にも寄与しました。薬瓶の需要から
ガラス製造が盛んになり、現在の「ガラスの街・富山」へとつながる基
盤が築かれました。また、薬の原料となる植物類の活用が、菓子づくり
や薬膳料理など、食文化の分野にも活かされています。今回訪れた池
田屋安兵衛商店は、伝統的な薬製造と共に、個性的な容器で薬を提供
するなど、薬産業の歴史と文化を今に伝えています。

富山の近代化の礎となった
売薬文化
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